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ス濠―ガン

1 名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛し、

母校の発展に寄与しよう。

1 本 校同窓会の旗の下に結集し、   ‐

地域に香り高い文化の花を咲かせようと

1 人 間関係を大切にし(

会員相互間に親睦の輪を拡げよう6 1 !

1 組 織を整備強化しf機 能的な連絡網を拡充して、

同窓会の活性化を図ろう。

1 建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成に努めよう。
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【第 1号議案】

平成28年 度事業報告

【平成 28年 】

4月 8日  全 日制入学式出席

4月 11日 定 時制入学式出薦

4月 23日  第 1固定例役員会

(議題)役 員改選、総会議演会、奨学金制度、定期監査会の開催につ
いて

(以下、毎月 1回 開催 )

5月 14日 第 2固 定711役員会

(議題)28年 度定期総会、第 3固 定例役員会の開催について

会計監査会

5月 21日  Pl阻 懇親会出席

6月 .3日 体 育祭参観

6月 4～5日 水無月展参観

6月 5日  吹 奏楽部定期演奏会参観、後援費贈塁 (本庄市民文化会館)
6月 14日 母 校講演会 「本高から世界に向けてのチャレンジ」参観

講師 :早稲田大学准教授 中 林美恵子氏 (高31回 卒)
6月 18日 平 成 28年 度定期総会開催 (埼玉グランドホテル本庄)

1 平 成 27年 度事業報告 ・収支決算報告及び会計監査報告、
会則の一部改正、役員の改選、財産の一部取り崩し、平成 28

年度事業計画 (案)及 び収支予算 (案)
2 講 演会 「いのちの桜」～田島弥平物語～

講師 :関日英沙恵氏 (高14回 卒)
3 懇 親会

7月 11日 第 98国 全国高校野球選手権埼玉大会母校野球部応援
(本高 10‐0三 郷高/市 営大宮球場)

7月 14日 第 98回 全国高校野球選手権埼玉大会母校野球部応援
(本高4‐2革 力口東高/市 営上尾球場)

7月 16日 第 4固 定例役員会

(議題)創 立 95周 年版 「柏陵会員名簿」の発行、新役員体制と28年

度事業、Pl阻バザーヘの協力、支部長会議の開催について

母校助成金及び生徒育英資金贈呈
7月 18日 第 98回 全国高校野球選手権埼玉大会母校野球部応援

(本高 5‐6正 智深谷高/市 営上尾球場)
8月 5日 浦 和高校奨学財団視察研修
8月 20日  第 5回 定例役員会



(議題)浦 和高校同窓会奨学財団視察研修報告、創立 95周 年事業 「柏

陵会員名簿」の発行、支部長会議の開催、会報 「柏陵」第 47号 の

発行について

8月 20～21日 東 北復興ボランティア (第8次 隊)支 援

9月 10日 文 化祭 「柚樹祭」参観

9月 17日 第 6回 定例役員会

(議題)第 1回地区 ・学年支部長会議開催について

☆第 1国地区 :学年支部長会議開催 (セミナー棟 2F)

(議題)倉じ立95周 年版 「相陵会員名簿」の発行、会報 「柏陵」(第

47号 )の 発行、(仮称)埼 玉縣立本庄高等學校同窓会奨学財団設

立、支部組織の充実について

(生徒による近況活動報告会)
。オーストラリア研修報告
・第8次 東北復興ボランティア活動報告

10月 15日 第 7回 定fyll役員会  卜 ＼ヽ

(議題))創 立95周 年版 「柏陵会員名簿」の発行、同窓会報 「梅陵」

(第47号 )の 発行、(仮称)埼 玉縣立本庄高等學校同窓会奨

学財国の設立、支部組織の充実 ・強化について

10月 31爵 同 窓会報 「相陵」(第47号 )発 行

(同窓会員 13,500部 学 校 1,300部 本 部 700部 )

11月 9日  第 2固 定時待J給食試食会 ・授業参観

11月 24日 母 校講演会 外 務省による 「高校講座」参観

講師 :外務省中南米課 荻 野正裕課長補佐 (高33回 卒)
「われらは世界とともにあり～グローバルに生きるために～」

11月 26日 第 8国 定例役員会

(議題)倉じ立95周 年版 「柏陵会員名簿」の発行、(仮称)埼 玉縣

立本庄高等學校同窓会奨学財国の設立について

12月 19日 第 9固 定例役員会

(議題)第 2回 地区 ・学年支部長会議、新年懇親会の開催について

【平成 29年 】

1月 21日 第 2回 地区 ・学年支部長会議開催 (五州園)

新年懇親会 (五州園)

・アトラクション 青 春バンド 「CHELSEA」 (中原洋一高 22回

卒)演 奏ステージ

2月 25日 第 11固定例役員会

(議題)倉J立95周 年版 「柏陵会員名簿」の発行、同窓会入会式 ・卒

業式 ・入学式の出席者、平成 29年 度卒業生岡窓会クラス理事と



の懇談会開催く部活動の支援、支部組織の充実 ・強化、埼玉縣     '

1  立 本基高等學校岡窓会奨学金制度について,   ‐

3月 14日 全 国制同窓会入会式

3月 15日 卒 業式 (卒業生に記念品贈呈) 定 時制同窓会入会式

育英資金贈塁

3月 18日 平 成 28年 度卒業生同窓会クラス理事と本部役員との懇談会

(議題)学 年支部長の選出、同窓会会長Jと事業、クラス理事の役割、

母校創立 95周 年事業について

第 12回定例役員会    ―   ―

i・  (議 題)支 部組織の充実 ・強化、埼玉縣立本庄高等學校同窓会奨学

金制度、alj立百周年記念事業の組織づくりについて

(その他)

1 創 立 95周年版 「箱陵会貴各簿才作成委員会の開催 (8回 )

2 埼 玉縣立本庄高等學校同窓会奨学金制度研究委員会の開催 (随時)
.3=1支

部組織活性化推進分科委員会の発足   ‐
  ~‐

41母 校図書館の槍学 ・自習ボランテイア当番 (年間)



案議号２第ｒＥＬ 平成 28年 度決算報告及び監査報告について
自 平 成 28年 4月 1 日
至  平 成 29年 3月 31日

収 入 の 部
(単位 :円)

科  目 予 算 額 決 算 額 比較増減(△)額 要摘

入 会 金

終身会費

寄 付 金

広告掲載料

繰 入 金

雑 収 入

繰 越 金

670,000

1,200,000

10,000

300,000

0

268

1,459,7321

664,000

1,170,000

255,507

230,000

0

19,512

1,666,196

△ 6,000

△  30,000

245,507

△ 70,000

0

19,244
-、

206,464

卒業生 全 日制315名 ・定時制17名

納入者 117名 X10,000円

寄付金

同窓会報広告料等 サラ

預金利息 記 念誌

平成27年度より (銀行1,459,732 郵便局206,464)

合  計 3,640,000 4,005,215 365,215

支 出 の 部
(単位 :円)

科  目 当初予算額 流用増減(△)額 予算現額 決 算 額 残 額 要摘

18織
8成 暑

会報発 行 費

記  念  品
書

母校 助 成金

会  議  費

後  援  費

100,000

150,00o

2,000,00o

306,000

300,000

50,000

!

0

56,360

3,554

75,240

70,989

0

△ 206,143

0

0

0

100,000

150,000

2,000,000

306,000

356,360

53,554

175,240

120,989

50,000

327,8571

23,302

98,171

1,877,381

268,800

356,360

53,554

175,2401

76,698

51,829

122,619

37,200

0

0

案内業書、資料印Sll、アトラクション謝礼等

支部長会議案内葉書、インターネット費用、
e一fax料金、新年会アトラクション謝礼

会報47号印刷代522,28癌円、封入封械代

郵送料1,355,093円

卒業生への記念印鑑 332本

進路指導2万円、図書2万円、新聞部1万円 講 師

支部長会お茶代、新クラス理事との懇談会

吹奏楽部、東北復興ホ
｀
ランティア活動後援費

事務用消耗品、封筒、残高証明書 口座振込手数料等

在校生育英資金

母校助成、会議費、後援会費、事務雑費へ

合  計 3,640,000 0 3,640,000 3,023,797 616,203

i円)一文出の部合計 (3,023,797円)=981,418円 (翌年度へ繰越 ・普通預金 郵 便振替)
I 収 入の部合計 (4,005,21を

銀行日座 (600,lo6)キ郵便局振替口座 381,312円 (平成29年3月31日現在)
H 定 期預金 21,408,384円 (別表のとお り)
III 同窓会会計総額 I+工 =22,389,752円 (平 成29年3月31日現在)
Ⅳ 平 成29年3月81日現在 終 身会費納入者 6,290名



平成 27年 度 平成 28年 度 比較増減額 摘 要

(平成 28年 3友 31日 現在) (平成 29年 3疾 31日 現在)

埼玉 りそな銀行 1,259,512 埼玉 りそな銀行 1,259,779 267

4,534,394 4,535,357 963

1,015,085 1,015,171 86

計 6,808,991 計 6,810,307 1,316

足利銀行 8,572,351 足利銀行 8,574,171 1,820

武蔵野銀行 2,007,526 養聾野銀行 2,007,952 426

2,007,526 2,007,952 426

2,007,526 2,007,952 426

計 6,022,578 計 6,023,856 1,278

△
田 計 21,403,920 △

日 計 21,408,334 4,414

【別表】

上記のとお り報告いた します。

平成 29年 6月 17日

平成29年 5月 27日 、

適正であることを認めます。

定 期 預 金 一 覧 表

埼玉県立本庄高等学校同窓会会長 狩 野 輝 昭

平成2好 年度の監査を行いましたところ諸帳簿一切過誤なt

平成 29年 6月 17
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【第3号議案】

会員Jの一部改正について
|      |   1 1 1   1 1  ■

! l  i       !  !

本会会貝J第10条(役員の任期)第1項を次のとおりT部 改正する。

【提案理由】            ―  _
本部役員(会長、副会長、常任理事、理

露選匿詮聾誓誓誓:1等
事、会計)の任響を明文

化し、同窓会役員組織の充実に努め、母残つ

附 員J
(施行期 日)

改正後?会 具Jは、平成脅9年6月 17Fか ら施行する。

く第10条 関係〉(役員の 経

1日

役員の任期は、2年とする。但し、再任を妨げな
い。   ‐ | |‐ _ :   |‐ | |― | 森評騒最P守習

Fま、
千午
とする。ただし、再任を



【第4号議案】 平成29年 度事業計画 (案)に ついて
平成 29年  4月 定例役員会

母校入学式に出席

定例役員会

会計監査会

母校体育祭 3水無月展 ・吹奏楽部定期演奏会参観

5月

6月

学校評議員会に出席

定期総会開催 (17日 )

7月  定 例役員会

母校育英資金支給 母 校へ助成金の贈呈
8月  定 例役員会

9月  定 例役員会

支部長会議開催

母校文化祭 「相樹祭」参観 (PTAバ ザーを支援)
10月     員 会

同窓会会報紙 「相陵」第 48号 発行
11月   定 例役員会

学校評議員会に出席

12月   定 例役員会

平成29年  1月   定 例役員会

支部長会議 ・新年懇親会開催
2月  定 例役員会

学校評議員会に出席

3月  定 例役員会

新会員へ記念品贈塁 会 費納入書の配布

同窓会入会式 (新会員へ記念品贈呈 会 費納入書の配布

クラス理事委嘱式)

クラス理事との懇談会開催

母校卒業式に出席

☆ 埼 玉縣立本庄高等學校同窓会奨学金制度発足
☆ 年 間を通じて放課後の自学 ・自習体制への支援、協力 (図書館

の夜間管理当番)

☆ オ ース トラリア エ ンセンドン ・キーロー ・カレッジとの姉妹校
支援



【第5号議案】 平成29年 度予算 (案)に ついて

自 平 成 29年 4月  1 日
至 平 成 30年 3月 31R

収 入 の 部
(単位 :円)

科  目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減(△)額 要摘

入  会  金

終 身 会 費

寄  付  金

広 告 掲 載料

繰  入  金

雑  収  入

繰  越  金

710,000

1,400,00o

100,000

250,000

1,259,779

20,000

981,418

670,00o

l,200,000

10,000

300,000

0

268

1,459,732

40,000

200,000

90,000

ZX 50,000

1,259,779

19,732

△ 478,314

卒業予定者 355名 (全日制329名 ・定時制26名)X2,000円

140名 X10,000円

同窓会報広告料等

定期預金取 り崩 し

預金利息 記 念誌販売

平成28年度より

合  計 4,721,197 3,640,000 1,081,197

支 出 の 部
(単位 :円)

科  目
李

年度予算額
1前

年度予算額 1比較増減(△)額 | 要摘

総  会  費

組 織 編 成 費

会報 発 行 費

記 念 品 費

母校 助 成 金

会  議  費

後  援  費

事 務 雑 費

0

――――一
拓

1,000,000

49,000

∠蛍 200,000

0

総会開催経費及びアトラタション謝礼経費  ｀

会議開催通知費等、ホームヘ
°―シ

S関
連費

会報48号発行費用 印 刷代、封入封綴代、郵送代25000部

卒業生への記念認印贈塁 355名分

進路指導等助成

支部長会議等お茶代、新クラス理事との懇談会費用等

部活動関東大会等出場祝金及びその他後援費

銀行残高証明発行手数料、資料ヨピー代、消耗品等

在校生へ支給

116,1971  534,000

|       !

4 , 7 2 1 ,的713 , 6 4 0 , 0 0 0 1合  計

上記のとお り提案いた します。
平成 29年 6月 17日

埼玉縣立本庄高等學校同窓会会長 狩 野 輝 昭
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